
 2022年度県連制度教育  

管理者・職責者研修（Cグループ）  

１２月１７日（土） ９：３０～１３：００ （9：00受付開始）  

※ 10分前までに入室をお願いします。  

Zoom開催 ミーティングID: 822 6331 6511 パスコード: 853395  

研修テーマ レジリエンス  

医療安全管理者が伝えたい よりよいチームの作り方  

～職場のレジリエンス・心理的安全性を高めよう～  

講師：京都民医連・あすかい中央病院・藤井耕さん（医療安全管理室長）  



参加者の皆様へ  
★表示氏名の変更をお願いします。  

今回の研修は、講師のお話とグループディスカッションを組み合わせて進めます。  

入室前にミーティング番号下段の表示名を「班番号・事業所名・氏名」の形に変更し

てください。  

班分けは、右ページの名簿をご参照ください。  

１ 上戸町 健康花子  
班番号 事業所名 氏名（フルネーム）  

★講演中はマイクをOFFにしてください。  

発言をしていなくても、周りの声や物音など拾う場合があります。発言をすると

き以外はマイクをミュートに設定してください。  

★感想文はGoogle formでの提出です。  

下記のURLまたはQRコードより、感想文ページへお入りください。書式が出てき

ますので入力いただき、送信ボタンを押せば提出完了です。  

（感想文URL） https://forms.gle/sZu7xSuPJ8Di59XK7 

                 （感想文）QRコード  

１２月２４日（土）締切 期限厳守でお願いします。  

★緊急連絡について  

当日、やむを得ない理由により欠席する場合や研修会中に接続の不具合などが発

生した場合は早めに下記連絡先までご連絡ください。  

【連絡先】090－2502－2601 長崎民医連 松延 

https://forms.gle/sZu7xSuPJ8Di59XK7


事業所 職場 氏名 班 参加場所
1 上戸町病院 ２F病棟 桑原 なつき 1 上戸町会議室
2 上戸町病院 検査課 宮川 優香 1 上戸町会議室
3 戸町ふくし村 GH風の丘 岳川 勇也 1 職場自席
4 健友会 本部 山崎  理絵 1 上戸町会議室
5 青葉苑 特養 夫津木 誠 1 職場自席
6 上戸町病院 医局 近藤 慶 2 自宅
7 上戸町病院 通所リハ 緒方 勝也 2 自宅
8 大浦診療所 医事 諸藤 祐希 2 職場
9 五島ふれあい診療所 石木  佳代子 2 職場

10 五島ふれあい診療所 松野尾泰代 2 職場
11 上戸町病院 医局 柿本 奈々 3 自宅
12 上戸町病院 薬剤課 永石 淳子 3 自宅
13 戸町ふくし村 小規模 山本 幸洋 3 自宅
14 五島ふれあい診療所 医局 宮崎  幸哉 3
15 上戸町病院 師⾧室 山本  孝子 4 職場自席
16 大浦診療所 リハ 三浦 ちひろ 4 自宅
17 戸町ふくし村 有老 小西 竜平 4 職場自席
18 青葉苑 管理 吉田 共生 4 職場自席
19 上戸町病院 ３F回復期 永元 忍 5 自宅
20 上戸町病院 放射線課 鈴木 啓太 5 自宅
21 戸町ふくし村 ショート 松尾 順一郎 5 職場自席
22 ケアプランセンター 野口 さおり 5 自宅
23 上戸町病院 外来 川口 弥生 6 職場自席
24 大浦診療所 医局 福永 幸彦 6 職場自席
25 戸町ふくし村 ショート 奥田 徹 6 自宅
26 ヘルパーSt 滝川 奈津実 6
27 上戸町病院 透析室 松原 小百合 7 自宅
28 大浦診療所 看護 古川 公恵 7 自宅
29 戸町ふくし村 管理 相良 陽二 7 職場自席
30 健友会 医系学生支援課 國貞 貴大 7 自宅
31 上戸町病院 リハ管理 中島 千穂 8 自宅
32 戸町ふくし村 デイ 加藤 なぎさ 8 職場自席
33 グループホーム星取 デイ 松永 崇嗣 8 職場自席
34 たんぽぽ薬局 薬局 宮崎 光二 8 職場自席
35 香焼民主診療所 看護 土屋 由紀子 8 職場自席

⾧崎民医連 事務局 松延 栄治 研修事務局

県連制度教育・管理者研修グループC（12/17土） 参加者名簿
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職場こそ民主主義が根付く「地べた」のようなものだ。 

基本的人権が民主主義と切り離すことのできない一体性を有する概念である以上、医療、

福祉、教育のような基本的人権の実現を使命とする職場こそ、愚痴や不満を、その「地

べた」から積極的に解決しなければならないはずだ― 

―民主主義を理念に掲げ、民主主義の手法によって、民主主義を貫きながら。 

そうして気持ちよく働ける職場であり続けることが、対象者の基本的人権を保障し続け

る基盤になる。どの医療機関であっても、どこの福祉施設であっても、それらの組織が

民主主義と基本的人権の尊重を機能として職場風土として備え続けることが必要なの

だ。 

 

（川口啓子／著 「職場づくりと民主主義」より） 

 

  




